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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者において下痢を治療するためのキットであって、Ｈ１受容体アンタゴニスト及びＨ
２受容体アンタゴニストを含み、前記患者が、化学療法誘導性の下痢に罹患しており、前
記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジン、レボセチリジン又はこれらの混合物を含む
ことを特徴とする、キット。
【請求項２】
　患者において下痢を治療するためのキットであって、Ｈ１受容体アンタゴニスト及びＨ
２受容体アンタゴニストを含み、前記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジンを含み、
前記Ｈ２受容体アンタゴニストが、ファモチジンを含み、前記患者が、化学療法誘導性の
下痢に罹患していることを特徴とする、キット。
【請求項３】
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　患者において下痢を治療するためのキットであって、Ｈ１受容体アンタゴニスト及びＨ
２受容体アンタゴニストを含み、前記Ｈ２受容体アンタゴニストが、ラニチジンではく、
前記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジン、レボセチリジン又はこれらの混合物であ
り、前記患者が、化学療法誘導性の下痢に罹患していることを特徴とする、キット。
【請求項４】
　前記Ｈ２受容体アンタゴニストが、ファモチジン、ラニチジン又はこれらの混合物を含
む、請求項１に記載のキット。
【請求項５】
　前記Ｈ１受容体アンタゴニスト及び前記Ｈ２受容体アンタゴニストが、同時に投与され
るものである、請求項１～４のいずれか一項に記載のキット。
【請求項６】
　セチリジンが、５～２０ｍｇの量で投与されるものであり、ファモチジンが、１０～４
０ｍｇの量で投与されるものである、請求項１～５のいずれか一項に記載のキット。
【請求項７】
　ファモチジン及びセチリジンが、単位剤形として一緒に投与されるものである、請求項
１～６のいずれか一項に記載のキット。
【請求項８】
　記患者が、慢性下痢に罹患している、請求項１～７のいずれか一項に記載のキット。
【請求項９】
　化学療法誘導性の下痢を治療するのに使用するための医薬組成物であって、
　セチリジン、レボセチリジン及びこれらの混合物から選択されるＨ１受容体アンタゴニ
ストと、
　Ｈ２受容体アンタゴニストとを含み、
　前記Ｈ２受容体アンタゴニストが、ラニチジンではなく、
　前記医薬組成物が、経口剤形であることを特徴とする、医薬組成物。
【請求項１０】
　化学療法誘導性の下痢を治療するのに使用するための医薬組成物であって、
　セチリジン、レボセチリジン及びこれらの混合物から選択されるＨ１受容体アンタゴニ
ストと、
　Ｈ２受容体アンタゴニストとを含み、
　前記医薬組成物が、経口剤形であることを特徴とする、医薬組成物。
【請求項１１】
　前記Ｈ２受容体アンタゴニストが、ファモチジンを含む、請求項９又は１０に記載の医
薬組成物。
【請求項１２】
　前記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジンを含み、前記Ｈ２受容体アンタゴニスト
が、ファモチジンを含み、前記経口剤形が、ナトリウム、及び、グルコース又はグルコー
ス含有サッカリドをさらに含む、請求項９～１１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジンを含み、前記Ｈ２受容体アンタゴニスト
が、ファモチジンを含み、前記経口剤形が、経口補水溶液をさらに含む、請求項９～１１
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジンを含み、前記Ｈ２受容体アンタゴニスト
が、ファモチジンを含み、前記経口剤形が、単位剤型を含む、請求項９～１１のいずれか
一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記Ｈ１受容体アンタゴニストが、セチリジンを含み、前記Ｈ２受容体アンタゴニスト
が、ファモチジンを含み、前記経口剤形が、複数の単位剤形を含む、請求項９～１１のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
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